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保証および責任 

Fluke の製品はすべて、通常の使用及びサービスの下で、材料および製造上の欠陥がないことを保証しま
す。 保証期間は発送日から 1 年間です。 部品、製品の修理、またはサービスに関する保証期間は 90 日で
す。 この保証は、最初の購入者または Fluke 認定再販者のエンドユーザー･カスタマーにのみに限られま
す。 さらに、ヒューズ、使い捨て電池、または、使用上の間違いがあったり、変更されたり、無視された
り、汚染されたり、事故若しくは異常な動作や取り扱いによって損傷したと Fluke が認めた製品は保証の
対象になりません。 Fluke は、ソフトウエアは実質的にその機能仕様通りに動作すること、また、本ソフ
トウエアは欠陥のないメディアに記録されていることを 90 日間保証します。 しかし、Fluke は、本ソフト
ウエアに欠陥がないことまたは中断なく動作することは保証しておりません。 

Fluke 認定再販者は、新規品且つ未使用の製品に対しエンドユーザー･カスタマーにのみに本保証を行いま
すが、より大きな保証または異なった保証を Fluke の代わりに行う権限は持っていません。 製品が Fluke 
認定販売店で購入されるか、または購入者が適当な国際価格を支払った場合に保証のサポートが受けられま
す。 ある国で購入された製品が修理のため他の国へ送られた場合、Fluke は購入者に、修理パーツ／交換
パーツの輸入費用を請求する権利を保有します。 

Fluke の保証義務は、Fluke の見解に従って、保証期間内に Fluke 認定サービス･センターへ返送された欠陥
製品に対する購入価格の払い戻し、無料の修理、または交換に限られます。 

保証サービスを受けるには、最寄りの Fluke 認定サービス･センターへご連絡いただき、返送の許可情報を
入手してください。 その後、問題個所の説明と共に製品を、送料および保険料前払い (FOB 目的地) で、最
寄りの Fluke 認定サービス･センターへご返送ください。 Fluke は輸送中の損傷には責任を負いません。 保
証による修理の後、製品は購入者に送料前払い(FOB 到着地)で返送されます。 当故障が、使用上の誤り、
汚染、変更、事故、または操作や取り扱い上の異常な状況によって生じたと Fluke が判断した場合には、
Fluke は修理費の見積りを提出し、承認を受けた後に修理を開始します。 修理の後、製品は、輸送費前払
いで購入者に返送され、修理費および返送料 （FOB 発送地） の請求書が購入者に送られます。 

本保証は購入者の唯一の救済手段であり、ある特定の目的に対する商品性または適合性に関する黙示の保証
をすべて含むがそれのみに限定されない、明白なまたは黙示の他のすべての保証の代りになるものです。 
データの紛失を含む、あらゆる原因に起因する、特殊な、間接的、偶然的または必然的損害または損失に関
して、それが保証の不履行、または、契約、不法行為、信用、若しくは他のいかなる理論に基づいて発生し
たものであっても、Fluke は一切の責任を負いません。 

ある国また州では、黙示の保証の期間に関する制限、または、偶然的若しくは必然的損害の除外または制限
を認めていません。したがって、本保証の上記の制限および除外規定はある購入者には適用されない場合が
あります。 本保証の規定の一部が、管轄の裁判所またはその他の法的機関により無効または執行不能と見
なされた場合においても、それは他の部分の規定の有効性または執行性に影響を与えません。 
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はじめに 
Fluke Calibration 5128A ラピッドキャル湿度校正器 (以下、本製品) は、湿度セ
ンサーを校正するための正確なテスト環境を発生する精度湿度発生装置です。正
面パネルを使用して、チャンバー内の温度と湿度を制御します。 

本製品は、 

• チャンバー内の相対湿度と温度を、それぞれ 0.1 % RH と 0.1 °C の分解能以
内に制御および維持します。  

• 湿度と温度の変化に対する応答時間がたいへん速く、ランプ時間は 10 % 
RH/分および 10 °C/分です。 

• さまざまなタイプのチャンバーカバーにより、多様な湿度センサーを収容し
ます。 

• シンプルな正面パネル・ユーザー・インターフェースと、リモート操作用の 
USB タイプ B コネクターを備えています。 
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フルーク・キャリブレーションへのお問い合わせ 
フルーク・キャリブレーションへお問い合わせいただくには、下記の番号へお電
話ください: 

• テクニカル・サポート 米国: 1-877-355-3225 

• 校正/修理 米国: 1-877-355-3225 

• カナダ: 1-800-36-FLUKE (1-800-363-5853) 

• ヨーロッパ: +31-40-2675-200 

• 日本: 03-6714-3114 

• シンガポール: +65-6799-5566 

• 中国: +86-400-810-3435 

• ブラジル: +55-11-3759-7600 

• その他諸外国: +1-425-446-6110 

製品情報の参照、マニュアル、そして最新のマニュアル追補のダウンロードには、
フルーク・キャリブレーションの Web サイト (www.flukecal.jp) にアクセスして
ください。 

製品を登録するには、http://flukecal.com/register-product をご利用ください。 

安全に関する情報 
「警告」は、使用者に危険を及ぼすような条件や手順であることを示します。
「注意」は、本製品や被試験器に損傷を与える可能性がある条件や手順である
ことを示します。 

警告 

感電、火災、身体傷害を防ぐため、次の注意事項を遵守してくださ

い: 

• 本製品を使用する前に、安全に関する情報をすべてお読みくだ

さい。 

• すべての説明を注意深くお読みください。 

• 爆発性のガスまたは蒸気の周辺、結露のある環境、または湿気

の多い場所で本製品を使用しないでください。 

• この製品は室内でのみ使用してください。 

• リザーバータンクに水が入った状態で本製品を傾けないでくだ

さい。製品は平らで安定した水平な表面の上に設置する必要が

あります。  
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• 使用する国、および製品定格に対応した電圧、およびプラグ形

状の電源コードとコネクターのみを使用してください。 

• 電源コードの絶縁体が損傷していたり、絶縁体に摩耗の兆候が

見られる場合は、電源コードを交換してください。 

• 電源コードの接地端子を保護接地端子に確実に接続してくださ

い。保護接地端子に接続しないと、生命に関わる電圧が筐体に

生じる可能性があります。 

• 本製品は指定された方法でのみ使用してください。指定外の方

法で使用した場合、安全性に問題が生じることがあります。 

• 電源コードの抜き差しが妨げられるような場所に本製品を設置

しないでください。 

• 本製品が損傷している場合は使用しないでください。 

• 本製品が損傷した場合は、使用を停止してください。 

• 本製品の動作に異常が見られる場合は使用しないでください。 

• カバーを外した状態やケースが開いた状態で本製品を操作しな

いでください。危険な電圧が露出する可能性があります。 

• 必ず指定された交換部品をご使用ください。 

• 指定された交換用ヒューズのみを使用してください。 

• 本製品の修理は、フルークのサービス・センターに依頼してく

ださい。 

• 本製品を発送する前に、リザーバータンクを空にしてください。 

• リザーバータンクがあふれないようにしてください。 

製品の安全な操作とメンテナンスのため、次の事項を厳守してくだ

さい。 

• 本製品の電源をオフにして電源コードを取り外します。内部回

路の放電のため 停止後 2 分間待ってから、ヒューズ収納部を開

くか、本製品のカバーを取り外します。 
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記号 
このマニュアルと本製品で使用されている記号は表 1 のとおりです。  

表 1.記号 

記号 説明 

 警告。危険電圧。感電の危険有。 

 警告。（危険） 

 ユーザー・マニュアルをご確認ください。 

 北米安全規格については、CSA グループによって認証済み。 

 EU 指令に準拠。 

 オーストラリアの関連 EMC 規格に準拠。 

 ヒューズ 

 韓国の関連 EMC 規格に準拠。 

 
本製品は WEEE 指令のマーキング要件に適合しています。このラベルは、この電気/電子

製品を一般家庭廃棄物として廃棄できないことを示します。製品カテゴリー: WEEE 指令

の付属書 I に示される機器タイプに準拠して、本製品はカテゴリー 9 「監視および制御装

置」の製品に分類されます。この製品は、一般廃棄物として処分しないでください。  

校正および修理に関する情報  
保証期間中に校正または修理が必要になった場合は、認定のフルーク・キャリブ
レーション・サービス・センターに連絡して修理を依頼してください (「フルー
ク・キャリブレーションのお問い合わせ」を参照)。修理を依頼する場合は、購
入日やシリアル番号などの製品情報を用意してください。 
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一般仕様 
AC 電源電圧 ....................................................... 100 V ～ 240 V ±10 %、47 ～ 63 Hz  

消費電力 ............................................................. 300 VA 

必要な試験液 ...................................................... 蒸留水 

仕様を満たすためのウォームアップ時間 ........... 最大 30 分 

内部加湿器のウォームアップ時間  
(「HEATING」が消えるまでの時間) .................. 30 分 (通常) 

電源ヒューズ定格 ............................................... F 4 A 250 V (速断) 

動作湿度範囲、  

18 °C ～ 28 °C  ................................................... 最大 80 % RH 

保管温度および湿度 ........................................... -20 °C ～ 50 °C、0 % ～ 95 % RH、結露なし 

トランスデューサー電源出力 ............................. 12 V DC、1 A (最大)、ヒューズ: F 1 A 250 V (速断) 

コンピューター・インターフェース… ............... USB  

安全性 ................................................................. IEC 61010-1、設置カテゴリー II、汚染度 2、   
屋内での使用のみ 

高度 ..................................................................... 2000 m 

電磁両立性 (EMC) 

国際 ..................................................................... IEC 61326-1: 電磁環境管理 

CISPR 11: グループ 1、クラス A 

グループ 1: 機器自体の内部機能に必要な伝導結合 RF エネルギーを
意図的に生成/使用する機器です。 

 クラス A: 商業施設、電気設備など低電圧電力供給網に直接接続さ
れた施設での使用に適した機器です。他の環境では、伝導妨害や放
射妨害のため、電磁両立性を確保することが難しい場合があります。  

 注意: 本製品は住宅環境での使用を想定しておらず、そのような環
境では電波受信に対する保護が十分でない場合があります。 

本製品をテスト対象に接続すると、CISPR 11 で要求されるレベル
を超えるエミッションが発生する可能性があります。 

韓国 (KCC) .......................................................... クラス A 機器 (産業用放送通信機器) 

クラス A: 本製品は産業電磁波装置要件に適合しており、販売者お
よびユーザーはこれに留意する必要があります。この製品は商用と
しての使用を意図しており、一般家庭で使用するものではありませ
ん。 

米国 (FCC) .......................................................... 47 CFR 15 サブパート B。本製品は 15.103 条項により免除機器と見

なされます。 
重量 

 本体シャーシのみ ............................................... 15 kg 

外形寸法 

シャーシ ............................................................. 237 mm x 432 mm x 521 mm (高さ x 幅 x 奥行き)  

チャンバー全体の寸法 ........................................ 200 mm (奥行き) x 150 mm (直径) 

作業エリアの寸法 ............................................... 109 mm (奥行き) x 125 mm (直径) 

温度分解能: 

ディスプレイ ...................................................... 0.1 °C 

USB データ ......................................................... 0.1 °C 

湿度分解能: 

ディスプレイ ...................................................... 0.1 % RH 

USB データ ......................................................... 0.1 % RH 

露点 

分解能 ................................................................. 0.1 °C (表示のみ) 
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注記 

表示された露点の値 (DP) は、本製品の実際の温度と湿度の測定値から計算されま

す。これは、露点が 0°C 以下であるかどうかにかかわらず、範囲全体にわたる、

101.325 kPa (1 気圧) の公称圧力での露点 (飽和水蒸気圧) として計算されます。 

湿度および温度チャンバーの技術仕様 
製品仕様は、本製品の不確かさを記述しています。製品仕様には、安定性、周囲温度、および湿度 (指定の制限内)、直線

性、ライン・レギュレーション、上位標準器の不確かさ、1 年間の長期安定性などがあります。製品仕様は、99 %、

k=2.58 (正規分布による信頼度) で記載されています。  

チャンバーの仕様 

1 年、環境温度範囲 23 °C ±3 °C [1] 

チャンバーの温度範囲 チャンバーの湿度範囲 湿度仕様 温度仕様 

18 °C ～ 23 °C 
7 % ～ 80 % RH 

>80 % ～ 95 % RH 

±1.0 % RH 
±1.25 % RH 

±0.2 °C 
±0.2 °C 

>23 °C ～ 28 °C 
7 % ～ 80 % RH  

>80 % ～ Hmax
[2] % RH 

±1.0 % RH 
±1.25 % RH 

±0.2 °C 
±0.2 °C 

[1] 環境温度範囲が 23°C ±5°C の場合は、仕様に 1.5 を掛けてください。 

[2] Hmax は、仕様が適用される最大湿度です。Hmax については、以下の「チャンバーの動作範囲」を参照してください。 

注記 

仕様は、オペレーター・マニュアルの末尾にある「作業エリア・テンプレート」に

示された作業エリアに適用され、本製品のディスプレイ上の [Actual (実際)] の読み

値に言及しています。  

チャンバーの均一性と安定性 

環境温度範囲: 23 °C ±3 °C [1] 

チャンバーの温度 
チャンバーの湿度範囲 チャンバーの温

度均一性 [2] 
チャンバーの湿

度均一性 [2] 
チャンバーの湿

度安定性 [3] 

チャンバーの温

度安定性 [3] 
最小 % RH 最大 % RH 

18 °C ～ 28 °C 7 % RH 

「チャンバ

ーの動作範

囲」を参照

してくださ

い 

±0.12 °C ±0.3 % RH ±0.1 % RH ±0.05 °C 

以下の仕様は、下記のチャンバー条件に対する代表値です [4] 

5 °C ～ <18 °C 15 % RH 「チャンバ

ーの動作範

囲」を参照

してくださ

い 

±0.5 °C ±1.5 % RH ±0.5 % RH ±0.5 °C 

>28 °C ～ 30 °C 7 % RH ±0.2 °C ±0.6 % RH ±0.3 % RH ±0.2 °C 

>30 °C ～ 35 °C 7 % RH ±0.3 °C ±0.9 % RH ±0.4 % RH ±0.3 °C 

>35 °C ～ 40 °C 7 % RH ±0.5 °C ±1.5 % RH ±0.5 % RH ±0.5 °C 

>40 °C ～ 50 °C 7 % RH ±0.5 °C ±1.5 % RH ±0.5 % RH ±0.5 °C 

[1] 環境温度範囲が 23°C ±5°C の場合は、仕様に 1.5 を掛けてください。 

[2] 作業エリアの均一性として定義されます。 

[3] 5 分間にわたる測定値の 1 標準偏差として定義されます。 

[4] チャンバーの湿度均一性は、中程度の湿度設定について記載されています。湿度設定が低くなると均一性が高くなり、湿

度設定が高くなると均一性が低くなります。 
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チャンバーの動作範囲 – 最大 % RH 
チャンバーには、温度および湿度設定に基づいて動作範囲に制限が設けられています。下の表は、さまざまな温度で達成

できる最大 % RH を示したものです。 

 

動作仕様 
温度変化速度 – 下降 ........................................... 1.5 °C/分 (通常) 

温度変化速度 – 上昇 ........................................... 10 °C/分 (通常) 

湿度変化速度 – 下降 ........................................... 5 % RH/分 (通常) 

湿度変化速度 – 上昇 ........................................... 10 % RH/分 (通常) 
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製品のセットアップ 
本章では、本製品の検査、設置、およびセットアップについて説明します。 

開梱と検査 

本製品の梱包を慎重に開けて、輸送中に発生したと思われる損傷がないかどうか
を確認します。損傷があった場合は、直ちにフルーク・キャリブレーションと運
送会社にご連絡ください。表 2 に、本製品に同梱されている備品およびアクセ
サリーの一覧を示します。すべての品目が箱に入っていることを確認します。 

表 2.梱包内容 

名称 数量 

電源コード 2 m  1 

5128A の安全に関する情報 (多言語) 1 

校正成績書および校正ラベル 1 

延長チューブ付き注水用シリンジ 1 

5 ポートの正方形チャンバー・カバー 1 (本製品に取り付け済み) 

ポート・プラグ 5 (各プローブ・ポートに取り付け

済み) 

被校正器 (UUT) のシリコン・グロメット、¼ インチ、½ イン

チ、¾ インチ、1 インチ 
サイズごとに 1 つ、合計 4 つ 

乾燥剤カートリッジ 1 (本製品内に取り付け済み) 

USB ケーブル (タイプ A - タイプ B) 1 

製品の設置 

本製品を清潔な平面に設置します。最適な結果が得られるように、室温の変化が
最も小さい場所を選んでください。本製品の背面に最低 100 mm の空間を取り、
十分に空気が流れるようにします。 

注意 

本製品の損傷を避けるため、必ず水平にして使用してください。使用中に、水
平から 10 度以上本製品を傾けた場合、内部加湿器から水が漏れる可能性があり
ます。 
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本製品への蒸留水の注水 

本製品を電源 (「電源電圧」を参照) に接続する前に、本製品に 50 ml ～ 60 ml 
の清潔な蒸留水を注水します (図 1 を参照)。  

1. 正面パネルから注水キャップを取り外します (「正面パネル」を参照)。  

2. 注水用シリンジを使用し、延長チューブを本製品の注水口にかぶせ込みます。  

3. 注水用シリンジからプランジャーを取り外し、水を慎重にシリンジに注ぎ入
れます。水はプランジャーを押して本製品に強制的に入れることもできます。
そうしない場合は、シリンジを注水口よりも高い位置まで持ち上げて、本製
品に水が流れるようにします。注水をするときは、水位インジケーターを見
て水位を確認しなたら行います。本製品には、シリンジ約 2 本分の水が入り
ます。 

水位インジケーターを見て、水位が最大ラインと最小ラインの間にあることを確
認します。  

注意 

本製品の損傷を避けるため、本製品に注水しすぎないでください。
本製品に注水しすぎると、水がチャンバーにあふれ出る可能性があ
ります。本製品の背面にある排水ポートを使用して、余分な水を排
水してください。チャンバー内に水分が見つかった場合は、清潔な
ペーパー・タオルで拭き取って乾かす必要があります。 

 
ibw009.eps 

図 1.注水する 
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電源電圧  

警告 

感電、火災、身体傷害を防ぐため、次の注意事項を遵守してくださ

い。 

• 主電源コードの抜き差しが妨げられるような場所に本製品を設

置しないでください。 

• 使用する国の電圧とプラグ構成、および本製品の定格に適合し

た電源コードとコネクターのみを使用してください。 

• 電源コードの接地端子を保護接地端子に確実に接続してくださ

い。保護接地端子に接続しないと、生命に関わる電圧が筐体に

生じる可能性があります。 

• 電源コードの絶縁体が損傷しているか、絶縁体に磨耗の兆候が

見られる場合は、電源コードを交換してください。 

本製品には、100 V AC ～ 240 V AC、周波数 50 Hz ～ 60 Hz の電圧が必要です。 

本製品には購入された国に適した電源プラグが付属しています。フルーク・キャ
リブレーションから提供する電源プラグ種別については、表 3 を参照してくだ
さい。  
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表 3.入手可能な電源プラグのタイプ 

  

LC-1 LC-3
LC-4 LC-5

LC-6 LC-7 LC-42

 
hwr039.eps 

タイプ フルーク・キャリブレーションのオプション番

号 

北アメリカ LC-1 

EU 全域 LC-3 

イギリス (UK) LC-4 

スイス LC-5 

オーストラリア LC-6 

南アフリカ LC-7 

ブラジル LC-42 
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本製品 
このセクションでは、正面パネルの動作、作業チャンバー、ディスプレイおよび
制御パネル、背面パネルについて説明します。表 4、5、6、および 7 を参照し
てください。 

表 4.正面パネル 

1 3

2 4 5

 
ibw001.eps 

 

番号 名称 説明 

 ディスプレイと制御パネ

ル 
詳細な説明については、「ディスプレイと制御パネ

ル」を参照してください。 

 乾燥剤キャップ 乾燥剤カートリッジを取り出す時に使用します。 

 チャンバー・カバー チャンバー内の作業が必要な場合に使用します。  

 サンプル In/Out 

本製品のチャンバー内の気体を取り出し、そしてチャ

ンバーへ戻します。ポンプ機能を備えた鏡面冷却式露

点計でチャンバーの露点を測定する場合に使用しま

す。サンプル In/Out ポートは、押し込み式接続タイ

プで、¼ インチの OD チューブに対応しています。 

 注水口と水位インジケー

ター 

• 注水口を使用して、内部加湿器に蒸留水を注水し

ます。  

• 水位インジケーターは、加湿器内の相対的な水量

を示します。この水位は、本製品がスタンバイ状

態になっているとき ([Chamber Control Standby 
(チャンバー制御スタンバイ)] がオン)、本製品が

設定点で安定しているとき (たとえば、ポンプが

ほとんどオフ)、または本製品の電源が切られて

いるときに最も正確に確認できます。 
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表 5.作業チャンバー 

1

2

3

3

1

 
ibw023.eps

番号 名称 説明 

 混合用インサート 

特定の方法で空気を循環させ、インサート内部の温度および湿度の均一

性を高めます。インサート内の空間が、本製品の製品仕様のパフォーマ

ンスを保証する作業エリアです。作業エリアについては、このマニュア

ルの末尾のテンプレートを参照してください。インサートの外側部分に

ある 3 つのつまみのいずれかが図 () に示すように 6 時の位置にある必

要があります。この位置にあれば、作業領域内の温度および湿度の均一

性が最適になります。 

 外部チャンバー 
混合用インサートを固定するチャンバーです。混合用インサートを付け

ずに UUT を外部チャンバーに直接入れることもできますが、外部参照プ

ローブで温度と湿度をモニターする必要があります。 
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表 6.ディスプレイとコントロール・パネル 

5128A

2

1

3 4 5

6

 
ibw002.eps 

番号 名称 説明 

 ディスプレイ 

次の内容を表示します。 
• 温度と湿度の設定値 
• 温度と湿度の測定値 
• 露点の計算値 
• ディスプレイの右下: 動作中にはメッセージを、始動時には 

 を表示します。 

 [NEXT]  
ボタン 

1. [NEXT] を押すと、温度設定フィールドと湿度設定フィールドが切り
替わります。アクティブな設定フィールドが点滅します。  

2. 4 秒間 [NEXT] を押し続けると、スタンバイ画面に進みます。  
3. スタンバイ画面が表示されたら、[Down] または[Up] ボタンのどち

らかを使用して、スタンバイ・モードをオンまたはオフに切り替え
ます。4 秒間 [EXIT] を押し続けると、メイン画面に戻ります。 

 [Down]  
ボタン 

どちらのパラメーターが点滅しているかに応じて、温度または湿度の設定
値を減少させます。ボタンを 1 回押すと、設定値が 1 カウント変化しま
す。ボタンを押し続けると、設定値が速く変化します。 

 [Up]   
ボタン 

どちらのパラメーターが点滅しているかに応じて、温度または湿度の設定
値を増加させます。ボタンを 1 回押すと、設定が 1 カウント変化しま
す。ボタンを押し続けると、設定が速く変化します。 
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表 6 ディスプレイとコントロールパネル (続き) 

番号 名称 説明 

 [EXIT]   
ボタン 

4 秒間押し続けると、(任意の画面から) メイン画面に戻ります。 

 
ステータ
ス・インジ
ケータ 

Remote: USB シリアル・インターフェースを介した通信を示します。 
Check Desiccant: 乾燥気体・サブシステムに関する問題がある可能性があ
ることを示します。原因は、乾燥剤カートリッジの飽和、本製品での変化速
度が通常よりも長くかかるユーザー設定、チャンバー内での結露、システム
内の漏水などが考えられます。詳細については、「トラブルシューティン
グ」を参照してください。 
Check Water: 湿潤気体・サブシステムに関する問題がある可能性があるこ
とを示します。原因は、水位の不足、本製品での変化速度が通常よりも長く
かかるユーザー設定、チャンバー内での結露、システム内の漏水などが考え
られます。詳細については、「トラブルシューティング」を参照してくださ
い。 

始動およびメイン画面 

本製品を最初に作動させたとき、ディスプレイの始動画面に本製品のモデル番号
が表示されます。その後、メイン画面に切り替わり、 と表示されます。
これは、高い相対湿度値設定を許容する十分な水蒸気を発生させるため、内部加
湿器がウォームアップ中であることを示します。本製品は、 がメイン
画面に表示されているときはチャンバーの温度や湿度を制御しません。このウォ
ームアップ時間を省略し、チャンバーを制御するには、[EXIT] を 1 回押します。
これで、本製品がチャンバーを制御するようになりました。加熱プロセスを省
略した場合、最初に高い相対湿度値に到達するまでに時間がかかることがありま
す。 メッセージが自動的に消えた後は、高い相対湿度値に設定する
時間がより安定するようになります。 

メンテナンス画面 

本製品を校正したり、内部加湿器のトラブルシューティングを行ったり、エラ
ー・コードのリストを取得したりする場合は、メンテナンス画面を使用します。
メンテナンス画面にアクセスするには、[NEXT] と [EXIT] を同時に押し続けま
す。4 秒間隔で、プローブ・オフセット画面、BIT 湿度画面、エラー・コード、
ファームウェア・バージョンの順に表示されます。これらの画面のいずれかで停
止するには、適切な画面が表示されたときに [NEXT] と [EXIT] を放します。製
品のメンテナンスについては、「メンテナンス」を参照してください。 
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プローブ校正オフセット画面  

プローブ校正オフセット画面は、温度および湿度のプローブ・オフセットを表示
し、本製品の調整プロセスとして使用されます。プローブ校正画面を使用して、
本製品のチャンバー出力を調整する温度オフセットと湿度オフセットで読み込み
ます。プローブ・オフセットは、校正プロセスの一環として入力します。  

校正オフセット画面の例: 

 
° 
° 
 

BIT 湿度発生器画面 

BIT 湿度発生器画面には、内部加湿器に関連付けられているパラメーターが含ま
れており、この画面はトレーニングを受けたサービス担当者のみが使用します。
[EXIT] を押し続けると、メイン画面に戻ります。  

エラー・コード画面 

エラー・コード画面が表示され、本製品で検出されたエラーが提示されます。エ
ラー・コードのリストについては、「エラー・コード」を参照してください。
[EXIT] を押し続けると、メイン画面に戻ります。 

ファームウェア・バージョン画面 

製品ファームウェア・バージョンの詳細が表示されます。[EXIT] を押し続ける
と、メイン画面に戻ります。 
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表 7.背面パネル 

F1A 250V

LOHI

DRAIN 

FUSE

USB12 VDC

3
2

458 6

1

10 9 7  
ibw003.eps 

番号 名称 説明 

 ファンの吸気/排気  吸気/排気口を塞がないでください。 

 ファン 2 つのファンで本製品の内部冷却を行います。 

 電源ファン 
内部電源の冷却を行います。これらの通風口を塞がないで

ください。また、定期的にクリーナーでほこりを取り除い

てください。 
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表 7.背面パネル (続き) 

番号 名称 機能 

 ヒューズ・ホルダーと電源

コード・ソケット 

2 つの電源ヒューズと電源コード用のソケットを含んでい

ます。使用する電源電圧や地域に適した AC 電源を使用し

てください。「電源電圧とメンテナンス」を参照してくだ

さい。 

 電源スイッチ 本製品の電源をオンまたはオフにします。 

 USB タイプ B コネクター 
この接続を使用して、本製品の動作をリモートで制御しま

す。「リモート操作」を参照してください。 

 LO 12 V DC 出力用のロー端子 

 ドレン・プラグ 
本製品から排水するために使用されます。リザーバータン

クの水があふれた場合や輸送時に排水します。 

  HI 
トランスミッターやトランスデューサーの電源供給のため

の 12 V DC 出力用のハイ端子。  

 ヒューズ 12 V DC 出力ヒューズ (F1A 250 V ヒューズ)。 

操作 
ここでは本製品の操作について説明します。製品を使用する前に、「本製品への
蒸留水の注水」を参照してください。 

チャンバー・カバーの使用 

注記 

製品の電源を入れる前に、チャンバー・カバーが所定の位置に固定
されていることを確認してください。本製品がスタンバイ状態でな
い場合、カバーが所定の位置にないと、本製品から水が速く失われ
る可能性があります。 

本製品は、5 ポートの正方形カバーが付いた状態で出荷されます。他のタイプの
チャンバー・カバーは、アクセサリーとして入手できます。図 2 と「ユーザー
が交換可能な部品とアクセサリー」を参照してください。 

 
ibw011.eps 

図 2.5 ポート 正方形カバー  
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チャンバー・カバーの種類 

• (標準) 5 つの校正用ポート、シリコン・ガスケット、中央締め付けネジ、お
よび 4 本の取付けネジ (各隅に 1 つ) を備えた正方形カバー 

このカバーを取り付けて使用するには、カバーが止まるまで押してチャンバ
ーの開口部に固定します。次に、中央のネジを手で締めて、チャンバーを円
形シリコン・ガスケットでシールします。ポートの位置を正確に決め、チャ
ンバー外の黒色の外側シールにカバーをしっかり固定するために、四隅にネ
ジ (1/4 インチ x 20 スレッド) を取り付けます。 

• (アクセサリー) 5 つの校正用ポート、シリコン・ガスケット、および中央締
め付けネジ (アクセサリー) を備えた円形カバー 

このカバーを取り付けて使用するには、中央のネジを締めて、チャンバーを
円形シリコン・ガスケットでシールします。中央のネジを緩めて、チャンバ
ーの開口部からカバーを取り外します。カバーを再度差し込むには、背面の
アクリル・ピース、中央のシリコン・ガスケット、前面のアクリル・ピース
の位置を揃えてチャンバーの開口部に配置します。中央のネジを締めて、し
っかりと気密性のあるシールを作ります。UUT となる湿度プローブと外部参
照用湿度プローブは、キャップを外し、適切なサイズのシリコン・グロメッ
ト、およびポートの開口部に通して、5 つのポートのいずれかに挿入されま
す。  

• (アクセサリー) ポートなし、シリコン・ガスケットなし、4 本の留め具 (各
隅に 1 つ) を備えた透明な正方形カバー 

このカバーを取り付けて使用するには、四隅のネジ (1/4 インチ x 20 スレッ
ド) を使用して、カバーを所定の位置に固定し、チャンバー外の外側シール
にカバーを固定します。このカバーを用いて、チャンバーに入れたデータ・
ロガーを校正します。このカバーに接合された棚を、チャンバー内部に固定
して使用します。「データ・ロガーの校正」を参照してください。 

注記 

測定の問題を回避するため、チャンバーの温度が周囲温度よりも低
いときはチャンバー・カバーを開けないでください。大気からの水
蒸気がチャンバー内部で結露します。チャンバー内部で結露が発生
した場合は、本製品の電源を切り、電源コードを抜いてください。
清潔なペーパー・タオルで完全にチャンバーを乾燥させてから、再
び使用してください。「結露の除去」を参照してください。 

本製品の電源を投入する 

本製品の電源を投入するには、次の手順に従います。 

1. 背面パネルにある電源スイッチの「1」側を押します。 

2. 本製品の電源投入時にエラーが発生しないか始動画面を確認します。エラー
が表示された場合は、「トラブルシューティングとエラー・コード」を参照
してください。解決できないエラーについてフルーク・キャリブレーション
に問い合わせるには、「フルーク・キャリブレーションへのお問い合わせ」
を参照してください。 

3.  がメイン画面から消えるまで待ってから、温度と湿度を設定しま
す。 
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本製品の電源を切る 

背面パネルの電源スイッチを「0」の位置にして、本製品の電源を切ります。  

チャンバーの露点が周囲温度よりも高い場合は、結露を避けるため、チャンバー
が室温になるまで約 1 時間ほどチャンバー・カバーを開けないでください。 

実際の湿度が 80 % よりも高い場合は、本製品の電源を切らないでください。電
源を切ると、チャンバー内部に結露が発生するおそれがあります。可能な場合は、
本製品の湿度を下げてから、電源を切ってください。 

混合用インサート 

混合用インサートは、本製品の温度と湿度の均一性を向上させます。これは、パ
フォーマンスを保証している作業エリアを含んでいます。混合用インサートは、
大型の UUT を校正する場合に取り外すことができます。この場合、実際の温度
および湿度を測定するために外部参照用湿度プローブを使用する必要があります。
チャンバーから混合用インサートをスライドさせて取り外します。再び取り付け
るには、混合用インサート上の柱の位置をチャンバーの壁に合わせ、チャンバー
の背面部までゆっくりとスライドさせて取り付けます。インサートの外側部分に
ある 3 つのつまみのいずれかが、表 5 に示すように 6 時の位置にある必要があ
ります。この位置であれば、作業領域内の温度および湿度の均一性が最適になり
ます。   

結露がないか確認するには、チャンバーから混合用インサートを取り外してから、
再度取り付けます。 

初期ウォームアップ時間 

本製品は、10 °C/分および 10 % RH/分もの速さで温度を変更できる高速応答シ
ステムです。ただし、本製品は、輸送時または長期間、電源が切られていたとき
に低温にさらされると、初期応答に時間がかかることがあります。初期の電源投
入でまだ本体が低温の場合、本製品は内部加湿器を加熱し、必要な水蒸気を生成
します。十分な水蒸気が発生すると、 がメイン画面から消え、本製品
が使用できるようになります。  

温度と湿度の設定 

温度の設定値を変更するには、次の手順に従います。 

1. ディスプレイの [Temp (温度)] の数値が点滅するまで [NEXT] を押します。 

2. [Up] または [Down] を押して、設定値を上下に変更します。[Up] または 
[Down] を押し続けると、設定値が速く変更されます。 

3. 湿度の設定値を変更するには、RH の数字が点滅するまで [NEXT] を押しま
す。[Up] または [Down] を押して、設定値を上下に変更します。[Up] また
は [Down] を押し続けると、設定値の変化が速くなります。 
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結露防止 

本製品は、特定のユーザー設定に対し、結露が発生する可能性を最小限に抑える
ための結露防止機能を備えています。高い湿度では、チャンバーの露点がチャン
バーの実際の温度の 2 °C 以内である場合、CAUTION のメッセージがディスプ
レイ右下に表示され、コントローラーの温度と湿度の変化速度が遅くなります。
CAUTION のメッセージが表示された場合、実際の温度より十分低い温度に設定
するには、先に湿度をより低いレベルに設定してください。  

たとえば、UUT に、23 °C 90 % RH の設定値、続いて、10 °C 90 % RH の設定
値とする場合。最初の設定点である 23 °C 90 % RH の露点 21.3 で、実際の温度
の 2 °C 以内となります。チャンバー内の温度がこの値に達すると、ディスプレ
イに CAUTION が表示されます。チャンバーを 10 °C に設定する前に、湿度を
現状の約 1/2 (45 %) に設定します。その湿度に達てから、本製品を 10 °C 90 % 
RH に設定します。 

注記  

結露を回避する適切な校正手順としては、最初に低い方の露点とな
る設定から行い、この場合は 10 °C 90 % RH、続いて、23 °C 90 % 
RH になります。 

チャンバー内部に結露が発生した場合は、[Check Desiccant] または [Check 
Water] インジケーターがオンになっているか、通常の安定化時間が経過した後
に実際の湿度が設定湿度から非常に離れているか、またはその両方の可能性があ
ります。「結露の除去」を参照してください。 
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UUT の校正 
このセクションでは、湿度プローブまたは その他の UUT に対する校正方法につ
いて説明します。 

推奨される校正手順 

以下の推奨事項に従い、湿度プローブの迅速かつ再現性の高い校正が行えます。 

1. 先に低い相対湿度の校正を行い、以降の各校正ステップで高い湿度レベルに
上げていきます。 

2. 先に低い温度の校正を行い、チャンバー内部で水蒸気が結露する確率を最小
限に抑えます。 

3. 一般に、最低の露点から開始し、校正手順中に露点を上げていくという方法
が最良の校正順序になります。 

注記 

本製品のチャンバー内の露点が周囲温度を超えている場合、チャン
バー・カバー上やその周辺、または UUT 上に結露が発生する可能
性があります。チャンバー内のいずれかの箇所で結露が発生した場
合、チャンバー内部の相対湿度が不明になります。必ず、校正を実
行する前に、チャンバー内部から結露を除去する必要があります。
「結露の除去」を参照してください。 

結露の除去 

結露を除去するには、次の手順に従います。 

1. 本製品の電源を切り、電源コードを抜き、チャンバー・カバーを取り外しま
す。  

2. 混合用インサート、チャンバー・カバー、および UUT を注意して点検しま
す。  

3. 混合用インサートを取り外して、外側チャンバーに結露がないか確認します。  

4. 清潔なペーパー・タオルですべての結露と水気を拭き取ります。  

5. 結露が UUT 上に存在する場合は、清潔なペーパー・タオルで外側表面を拭
き取ります。湿度センサー部には触れないでください。  

6. 混合用インサートを再度取り付け、カバーを再度取り付け、電源コードを差
し込み、本製品の電源を入れます。適切なパフォーマンスを確保するために
約 10 分間、チャンバーを 40 °C および相対湿度 10 % まで加熱します。 
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UUT の挿入 

UUT が本製品のチャンバーに正しく挿入されていることを確認するために、こ
のマニュアルの末尾に含まれる作業エリア・テンプレートを使用します (図 11 
を参照)。  

チャンバー・カバー上のいずれかのプローブ・ポートを使用して、UUT をチャ
ンバーに挿入します。 

1. この図をコピーし、本製品上部のチャンバーの上に実際に置きます。テンプ
レートを使用して、UUT をどの程度の深さまで挿入すればよいかを把握しま
す。図 3 を参照してください。 

2. プローブ・ポート上のキャップを緩め、プラグを取り外します。  

3. UUT プローブをキャップと適切なサイズのシリコン・グロメットに通します。  

4. UUT プローブをポートの開口部の内側に置きます。UUT プローブのセンサ
ー部がチャンバーの作業エリア内部にあることを確認します。作業エリアは
図 11 で概説されており、カバーの内側表面から 76 mm ～ 152 mm の奥行
があります。  

5. キャップを UUT の周りに手で締めて、リークがないようシールします。必
要に応じて、UUT プローブの周りにシール材を追加します。Parafilm、
Scotch™ Removable Adhesive Putty、または同様のシール材が適しています。  

作業エリアに入るには短すぎるプローブの場合、プローブ用の延長ケーブルが利
用できれば、延長ケーブルを使用してください。UUT プローブがカバーの内側
のケーブルに接続されている状態で、ポート・キャップと適切なサイズのシリコ
ン・グロメットをケーブルの周りに手で締める必要があります。 
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図 3.作業エリア・テンプレートの使用 



 
5128A 
操作マニュアル 

24 

利用可能なケーブルがない短いプローブの場合は、プローブをできるだけ奥まで
カバーに挿入し、周囲温度またはそれに近い温度で校正を行います。これにより、
UUT とチャンバーの間での温度勾配がなくなります。UUT プローブが完全には
作業エリアに挿入できない状況では、外部参照湿度プローブを同じくらいの位置
まで挿入して使用することで最適な校正を確保する必要があります。 

チャンバーと UUT の安定待時間 

本製品の応答時間は通常、UUT の応答時間より速く、一般的に UUT の校正点で
のな安定待時間は 5 分未満です。ただし、UUT とチャンバーの温度および湿度
が十分な平衡状態に達するには、設定値に到達から最低 15 分の安定待時間を取
るようにしてください。設定温度となり、UUT の温度がチャンバーの温度と大
きく異なる場合や、チャンバーが極端な湿度および温度の設定値となっている場
合、より長い安定待ち時間が必要になる可能性があります。本製品のディスプレ
イに表示される実際の温度および湿度をモニターします。チャンバーの安定は通
常、実際の温度が設定温度の 0.1 °C 以内で、実際の湿度が設定湿度の 0.2 % 以
内であるときとなります。 

データ・ロガーの校正 

データ・ロガーを校正するには、次の手順に従います。 

1. チャンバーの校正エリアに直接入れ、アクセサリーの棚の付いた透明ガラ
ス・カバーを使用します。おおよその設置については、図 4 を参照してくだ
さい。 

 
ibw025.eps 

図 4.データ・ロガーの設置 

2. UUT をデータ・ロギングのモードにし、キャリブレ-ターの温度および湿度
を設定して実際の温湿度を記録します。  

3. UUT のロギングされたデータを本製品の実際の温度および湿度の設定値と比
較します。大きすぎて混合用インサート内に収まらないが、チャンバー内に
は収まるデータ・ロガーの場合、より大きな棚を使用して UUT を保持でき
ます。外部参照用プローブを使用して、本製品の測定を行います。 
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外部参照用プローブの使用 

外部参照用プローブをチャンバー・カバー・ポートのいずれかに挿入し、外部参
プローブの不確かさによる校正を行います。これは、大型の UUT を収容したり、
校正の不確かさを少なくしたりするために混合用インサートが取り外された場合
に必要になります。外部参照標準には、膜タイプのセンサーや鏡面冷却式露点計
が使用できます。リモート式の鏡面冷却式プローブでは、チャンバー内に十分な
エア・フローにより外部ポンプが不要となります。できるだけ、外部参照用プロ
ーブの位置を UUT プローブの位置に合わせてください。 

サンプル In/Out ポート 

作業チャンバー内の湿度は、本製品の正面にあるサンプル In/Out ポートを使用
して、チャンバー内の気体を抽出することにより、リモート・プローブを持たな
い鏡面冷却式露点計で測定できます。この場合、1 分間に 0.5 リットルのフロー
を発生できる外部ポンプを使用します。サンプル In/Out ポートおよび接続チュ
ーブでの結露を避けるため、サンプル気体の露点は周囲温度よりも低くする必要
があります。そうでない場合、チャンバーの温度より 5 °C 高くなるまでチュー
ブを加熱する必要があります。サンプル IN ポートを通じて気体を本製品に戻す
ことをお勧めします。 

鏡面冷却式露点計からチャンバー内の温度と露点の値を測定して、チャンバー内
部の相対湿度を計算します。最適なパフォーマンスを得るには、サンプル 
In/Out ポートへのすべての接続には、ステンレス鋼または PTFE チューブを使
用してください。 

仕様の温度範囲外 

本製品は、18 °C ～ 28 °C、7 % ～ 95 % RH のチャンバーの温度について、内
部参照を使用した仕様を保証しています (正確な設定値については、「仕様」を
参照)。この範囲外の温度をチャンバーは発生できますが、この場合、外部参照
用プローブを使用する必要があります。 

UUT または参照用プローブがカバーに挿入されている場合、本製品の発生範囲
の仕様 (18 °C より下か、28 °C を超えるチャンバー条件など) では、ステムから
の熱伝導を考慮する必要があります。これらの範囲外では、システムの低温部で
結露が発生する可能性があります。結露を避けるために、延長ケーブルを使用し
て UUT の測定部全体をチャンバー内部に設置してください。カバーの周りに断
熱材を置いて、結露を防止してください。 
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リモート操作 
本製品をリモートで操作するには、USB シリアル・インターフェースを通じて 
ASCII コマンドを送信します。USB インターフェースは、Windows PC に接続
すると、仮想 COM ポートとして表示されます。  

セットアップ 

本製品と PC を USB A - B ケーブルで接続します。PC を本製品に初めて接続し
た場合は、インターフェース用のドライバーをダウンロードしてインストールす
るように求められることがあります。ドライバーは通常、Windows オペレーテ
ィング・システムに含まれています。Windows は、このインターフェースを仮
想 COM ポートとして検出します。Windows がドライバーを検出できない場合
の技術サポートについては、フルーク・キャリブレーションにお問い合わせくだ
さい。「フルーク・キャリブレーションへのお問い合わせ」を参照してください。  

本製品でのデフォルト設定は、9600 ボー、8 データ・ビット、1 ストップ・ビ
ット、パリティなし、フロー制御なしです。これらの設定は変更できません。 

リモート・コマンド  

USB インターフェースを使用するには、表 8 のリモート・コマンドを使用して
本製品と通信します。通信が確立しリモートモードになると、正面パネルの 
[Remote] インジケーターが点灯します。 

表 8.リモート・コマンド 

コマンド 読み取り/書き込み 機能 

BOOT 書き込み 本製品をリセットします。 

HELP 読み取り 使用可能なリモート・コマンドのリストを返します。 

ID 読み取り 
「Fluke 5128A」、シリアル番号、およびファームウェア・
バージョンを返します。 

HOFFSET  読み取り 本製品内に保存された湿度オフセットの値を返します。 

HOFFSET 
x.x 

書き込み 
校正プロセスの一環として、本製品で使用される湿度オフセ
ットを設定します (% RH)。  

TOFFSET 読み取り 本製品内に保存された温度オフセットの値を返します (°C)。 

TOFFSET 
x.x 

書き込み 
校正プロセスの一環として、本製品で使用される温度オフセ
ットを設定します。 

HREAD 読み取り チャンバーの実際の湿度を返します。 

TREAD 読み取り チャンバーの実際の温度を返します。 

DPREAD 読み取り 計算したチャンバー露点温度を返します。 

HSET 読み取り 湿度設定点を返します。 

TSET 読み取り 温度設定値を返します。 

HSET xx.x 書き込み 湿度設定値を xx.x に設定します (% RH)。 

TSET xx.x 書き込み 温度設定値を xx.x に設定します (°C)。 

STANDBY 読み取り スタンバイ状態を返します (ON または OFF のどちらか)。 

STANDBY 
ON 

書き込み 本製品をスタンバイ状態にします。 

STANDBY 
OFF  

書き込み 本製品を通常動作状態にします。 

WARMUP 読み取り 
ウォームアップ表示のステータスを返します。「On」(オン) 
は「Heating」(加熱) がまだオンであることを意味します。 
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本製品の搬送 
本製品をカートまたは車両等で搬送するときには、水位が正面パネルの [MAX] 
インジケーターよりも下にあることを確認してください。そうしなかった場合、
余分な水が本製品に流れ込むことがあります。常に水平な状態で製品を搬送して
ください。  

本製品の出荷 
出荷前に、本製品から水を排水してください。排水するには、本製品の背面にあ
る排水ネジ・キャップを緩め、本製品をわずかに傾けて水を排水します。本製品
を出荷するときは、元の段ボール箱と梱包材か、フルーク・キャリブレーション
のケース・アクセサリー部品番号 4791304 を使用してください。 

メンテナンス 
このセクションでは、本製品を最適な状態で維持するのに必要な日常的なメンテ
ナンスについて説明します。  

外部の清掃 

本製品を清掃するには、水または中性洗剤を軽く湿らせた布で拭きます。芳香族
炭化水素、塩素系溶剤、またはメタノールを含む液体は使わないでください。デ
ィスプレイを清掃するには、アルコールで軽く湿らせた柔らかい布を使用します。 

注意 

クリーニングには芳香族炭化水素または塩素系溶剤を使用しないで
ください。本製品のプラスチック製部品が損傷する可能性がありま
す。  
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乾燥剤の交換 

本製品は、分流法 (mixed-flow) により相対湿度を発生させます。乾燥剤カート
リッジは湿度を低くする元となり、内部加湿器は高い湿度を発生します。正面パ
ネルで [Check Desiccant] インジケーターが点灯している場合や、ディスプレ
イに  と表示されている場合は、乾燥剤カートリッジを確認します。
通常で青色の乾燥剤は、飽和状態になるとピンク色になります。通常で青色の乾
燥剤の全体がピンク色になったら、カートリッジを交換する必要があります。
「ディスプレイと制御パネル」を参照してください。 

乾燥剤カートリッジを交換するには、次の手順に従います (図 5 を参照)。 

1. 本製品の電源をオフにします。 

2. 正面パネルのキャップを反時計回りに ¼ 回転回し、キャップを取り外しま
す。  

3. 乾燥剤の正面をさまざまな方向 (上下左右) に軽く押して、乾燥剤の背面シー
ルを緩めます。  

4. 本製品から使用済みのカートリッジを引き出し、新しいカートリッジを挿入
します。  

追加の乾燥剤カートリッジはフルーク・キャリブレーションから購入できます。 

2

3

 
ibw026.eps 

図 5.乾燥剤カートリッジの変更 
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水位  

本製品は、電源が切られているか、スタンバイの状態で見たときに、水位が正面
パネル・インジケーターで [Max] と [Min] の間にある場合にのみ使用してくだ
さい。正面パネルで [Check Water] インジケーターが点灯している場合や、デ
ィスプレイに  と表示されている場合は、水位を確認します。
[Check Water] や  が表示される理由は複数あります。詳細につい
ては、「トラブルシューティング」を参照してください。水位が [Max] と [Min] 
の間にある場合は、これ以上水を追加せず、本製品に水があふれないようにます。
リザーバーへの注水には、清潔な蒸留水のみを使用してください。本製品の背面
にあるドレン・プラグを使用して、本製品から余分な水を排水します。「ディス
プレイと制御パネル」を参照してください。 

警告 

感電、火災、身体傷害を防ぐため、リザーバーの水をあふれさせな

いでください。 

ヒューズ交換  

本製品には、電源入力アセンブリに電源ヒューズがあります。電源入力アセンブ
リ上のヒューズ定格ラベルには、動作電圧ごとの正しい交換用のヒューズ定格が
表示されています。  

警告 

感電、火災、身体傷害を防ぐため、次の注意事項を遵守してくださ

い。  

• 本製品の電源をオフにしてから、電源コードを抜いてください。

ヒューズ収納部を開く前に、2 分ほど放置して電源部分を放電

させてください。 

• 指定された交換用ヒューズのみを使用してください (表 9 を参

照)。 

表 9.交換用電源ヒューズ 

電源電圧 ヒューズ・タイプ 

 100 V ～ 120 V、 220 V ～ 240 V 5 X 20 mm 4 アンペア速断 (F4A 250V) 
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電源ヒューズを交換するには、図 6 を参照してください。 

1. 電源コードを外します。 

2. ドライバーを用いて、ヒューズ・ホルダーのカバーを開けます 。 

3. ヒューズ・ホルダーを引き出します 。 

4. 必要に応じて、ヒューズを交換します 。 

5. ヒューズ・ホルダーを再び装着します。 

6. ヒューズ・ホルダー・カバーを閉じます。  

3

2

1

 
ibw007.eps 

図 6.電源ヒューズの交換 
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本製品には、背面パネルにある 12 V DC トランスデューサー電源出力のための
ヒューズがあります。交換は、1 A 速断ヒューズ (F1A 250V 5x20mm) に限られ
ます。ヒューズを交換するには、図 7 を参照してください。 

+12VDC

FUSE

1 AMP MAX

GND

DRAIN PLUG

 
ibw024.eps 

図 7.12 V ヒューズの交換 
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校正 
このセクションでは、本製品の校正手順について説明します。 

本製品の校正について 

本製品の校正では、チャンバーの温度と相対湿度の 測定の不確かさに対して 
70 % のガードバンドを適用します。測定値が許容される公差から外れているこ
とがわかった場合、温度オフセットと湿度オフセットが本製品に保存されます。  

表 11 に示す校正ステップは、本製品が最も短い安定待時間となるように、また
校正プロセス中に結露が発生する可能性を最小限に抑えるように最適化されてい
ます。 

必要な校正装置は表 10 に示されています。 

表 10.校正装置 

機器分類 要求仕様の下限値 推奨機器 

鏡面冷却式湿

度計 
露点の不確かさ 0.1 °C  

Michell Instruments S8000 Remote、または RH 
Systems 473 (RP2 プローブ付き) 

温度指示計 
サーミスタの読み取りの

不確かさ 0.006 °C @ 
25 °C  

Fluke 1586A Super-DAQ Precision Temperature 
Scanner (DAQ-STAQ マルチプレクサー付き) 

サーミスタ 校正の不確かさ 0.01 °C  Fluke 5611T 8 サーミスタ・プローブ 

サーミスタ

ー・プローブ

固定用治具 

作業エリアの背面側に 4 
本のサーミスター・プロ

ーブを正方形に配置、ま

た、作業エリアの正面側

に残りの 4 本のサーミス

ター・プローブを正方形

に配置します。 

カスタム・ワイヤー治具 

計算機 相対湿度の計算  
Thunder Scientific Humicalc®、Michell 
Instruments Humidity Calculator、Vaisala 
Humidity Calculator 

環境条件 

このプロセスを完了するために必要な校正室の環境条件: 

• 温度範囲: 23 °C ±3 °C 

• 相対湿度: 60 % 未満 

装置のセットアップ 

図 9 に示すように、鏡面冷却式プローブとサーミスタ・プローブを装着します。
サーミスタ・プローブをサーミスタの指示計に接続し、鏡面冷却式プローブを鏡
面冷却式測定器に接続します。 
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鏡面冷却式プローブの使用 

本製品で鏡面冷却露点計を使用するにはいくつかの方法があります。以降のセク
ションでは、それらについて概説します。 

• チャンバーからは、図 8 に示すようにサンプルとなる気体を抽出できます。
サンプルを抽出するためのチューブは、いずれかのポートに挿入されます。
鏡面冷却式センサーは、チャンバーからサンプルを抽出するために独自のポ
ンプを必要とします。鏡面冷却式露点計を動作させるには十分だが、本製品
のパフォーマンスが悪影響を受けない量の気体を抽出するポンプ速度で試し
てください。通常は、1 分あたり 0.1 リットルから 0.5 リットルまでの範囲
のフローで十分です。最適な結果を得るには、PTFE またはステンレス製の
チューブを使用してください。 

注意 

この方法でチャンバーから気体を抽出するときには、気体の露点が
周囲温度よりも低くなければなりません。そうでなとチューブ内で
結露の発生を防止するために、チューブを加熱して使用する必要が
あります。 

 
ibw013.eps 

図 8.ポンプ接続がある冷却鏡面 
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• 鏡面冷却にリモート・センシング・ヘッド（＝リモート・センサ）がある場
合、図 9 に示すように、リモート・センシング・ヘッドをカバーに挿入しま
す。このときリモート・センサがチャンバーの作業エリアに挿入されている
ことを確認してください。この状況では通常、外部ポンプは不要になるよう
に、チャンバー内には十分なガス・フローがあります。  

 
ibw012.eps 

図 9.カバーに直接挿入された鏡面冷却式プローブ  
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• サンプル Out ポートからの気体のサンプルは、ポンプを備えた鏡面冷却式露
点計へ抽出し、気体をサンプル In ポートに戻すことができます。通常は、1 
分あたり 0.1 リットルから 0.5 リットルまでのフロー速度で十分です。選択
したフロー速度が原因で、チャンバーの温度が過度に不均一になっていない
か確認してください。最適な結果を得るには、PTFE またはステンレス製の
チューブを使用してください。図 10 を参照してください。 

注意 

この方法でチャンバーから気体を抽出するときには、気体の露点が
周囲温度よりも低いことが必要です。そうでない場合、チューブ内
で結露の発生を防止するために、チューブを加熱して使用する必要
があります。  

 
ibw021.eps 

図 10.接続口 
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調整前校正データの収集 

表 11 のステップごとに、次の手順に従います。 

1. 本製品を、表 11 に示す校正ポイントに設定します。安定待ちに 35 分を見込
みます。 

2. 鏡面冷却で露点測定を行います。 

3. 5611T プローブで温度測定を行います。ステップごとに 8 つの温度測定値の
平均を計算し、表 11 の温度読み取り値のそれぞれにこれを入力します。 

4. 相対湿度計算機を使用して、その校正ポイントの相対湿度を特定します。 

表 11.校正ステップ 

ステップ 温度設定値 湿度設定値 露点計測定値 温度計測定値 計算値 RH 
low T 許容

範囲 

High T 許

容範囲 

Low RH 

許容範囲 

High RH 

許容範囲 

1 18 °C 7 %    17.86 °C 18.14 °C 6.3 % 7.7 % 

2 18 °C 20 %    17.86 °C 18.14 °C 19.3 % 20.7 % 

3 23 °C 20 %    22.86 °C 23.14 °C 19.3 % 20.7 % 

4 28 °C 20 %    27.86 °C 28.14 °C 19.3 % 20.7 % 

5  23 °C 35 %    22.86 °C 23.14 °C 34.3 % 35.7 % 

6 18 °C 45 %    17.86 °C 18.14 °C 44.3 % 45.7 % 

7 23 °C 45 %    22.86 °C 23.14 °C 44.3 % 45.7 % 

8 28 °C 45 %    27.86 °C 28.14 °C 44.3 % 45.7 % 

9 18 °C 80 %    17.86 °C 18.14 °C 79.3 % 80.7 % 

10 23 °C 80 %    22.86 °C 23.14 °C 79.3 % 80.7 % 

11 23 °C 80 %    27.86 °C 28.14 °C 79.3 % 80.7 % 

12 23 °C 95 %    22.86 °C 23.14 °C 94.13 % 95.88 % 

13 28 °C 70 %    22.86 °C 23.14 °C 69.3 % 70.7 % 
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温度オフセットと湿度オフセットの本製品への読み込み 

70 % の許容範囲を超える誤差が調整前校正データで確認された場合、温度オフ
セットと湿度オフセットを本製品に入力できます。以下の手順で誤差を許容範囲
内に収められない場合は、フルーク・キャリブレーションにお問い合わせくださ
い。 

オフセットを本製品に読み込むには、次の手順に従います。 

1. 本製品に入力されている、調整前の温度および相対湿度オフセット値を記録
します。 

2. 23 °C、35 % の設定値で本製品に表示されている [Actual (実際)] の温度を記
録します。参照温度と 23 °C での実際の温度との差を計算し、「A」としま
す (A = DUT_Actual_T - Ref_T)。 

3. 23 °C、80 % の設定値で本製品に表示されている [Actual (実際)] の温度を記
録します。参照温度との差を計算し、「B」とします。 

4. 次を計算式より T_Error を計算します: T_Average_Error = (A + B) / 2。 

5. 次を計算式より新しい温度オフセットを計算します:   
T_Offset_New = T_Offset_As_Found - T_Average_Error 

6. 23 °C、35 % の設定値で本製品に表示されている [Actual (実際)] の相対湿度
を記録します。参照湿度との差を計算し、「C」とします (C = 
DUT_Actual_RH - Ref_RH)。 

7. 23 °C、80 % の設定値で本製品に表示されている [Actual (実際)] の相対湿度
を記録します。これらの差を計算し、「D」とします。  

8. 次を計算式より RH_Error を計算します: RH_Average_Error = (C + D) / 2。 

9. 次を計算式より新しい相対湿度オフセットを計算します: RH_Offset_New = 
RH_Offset_As_Found - RH_Average_Error。 

10. 温度オフセットと相対湿度オフセットを更新するには、プローブ校正画面に
アクセスします。4 秒間、[NEXT] と [EXIT] を同時に押します。この画面で
変更できるオフセットが点滅します。[Up] および [Down] を押して、点滅し
ている数値を変更し、新しいオフセットを保存します。[NEXT] を押して、
もう 1 つのオフセット・フィールドに移動します。[Up] および [Down] を押
して、点滅している数値を変更し、そのフィールドの新しいオフセットを保
存します。 

11. 4 秒間 [EXIT] を押し続けて、メイン画面に戻ります。 

調整後校正データの収集 

新しい温度オフセットと湿度オフセットを UUT に入力する必要がない場合、校
正は完了です。「温度オフセットと湿度オフセットの本製品への読み込み」セク
ションに従って温度オフセットと湿度オフセットを変更した場合は、「調整前校
正データの収集」セクションのステップを使用して、調整後校正データを取得し
てください。 
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温度均一性の検証 

温度均一性の検証には、表 11 の各設定値を測定で得られた温度データを使用し
ます。8 つの温度プローブの測定値をそれぞれ、8 つのプローブの平均と比較し
ます。温度均一性は 8 つの測定値と平均値の差、Tx – T_average の最大値とし
て定義されます。ここで、x は 8 つのプローブのいずれかを指します。8 つのプ
ローブはそれぞれ、T_average の ±0.12 °C の範囲内の値となる必要があります。 

トラブルシューティング 
一般的な問題と推定原因および対処方法については、表 12 を参照してください。 

表 12.トラブルシューティング 

症状 推定原因 対処方法 

飽和していない乾燥
剤カートリッジで 
[Check Desiccant] 
インジケーターが点
灯しています。ディ
スプレイにはメッセ
ージ LO RH ERR が
表示されています。 

製品の設定が以前の設定に比べて
極端な温度または湿度あるいはそ
の両方になっており、制御速度が
通常よりも長くかかっています。  

 

実際の湿度が低下していくことをモニターし
ます。低下中の場合は、本製品の設定が仕様
を超えていない限り、[Check Desiccant] イ
ンジケーターが最終的にはオフになります。  

チャンバー内に結露がある可能性
があります。  

 

実際の湿度が低下していくことをモニターし
ます。そうならない場合は、チャンバー内に
おそらく結露があります。本製品の電源を切
り、結露がないか確認します。「結露の除
去」を参照してください。 

システムに水漏れがあります。  

カバーが適切にシールされていて、製品の正
面パネルにきちんと固定されていることを確
認します。すべてのポートが適切にシールさ
れていることを確認します。 

水位が適切なレベル
にある状態で 
[Check Water] イン
ジケーターが点灯し
ています。ディスプ
レイにはメッセージ 
HI RH ERR が表示
されています。 

 

製品の設定値が、一つ前の設定値
に比べて極端な温度または湿度あ
るいはその両方になっており、到
達時間が通常よりも長くかかって
います。  

 

実際の湿度がまだ上昇中かどうか、本製品を
モニターします。上昇中の場合は、本製品の
設定が仕様を超えていない限り、[Check 
Water] インジケーターが最終的にはオフにな
ります。 

チャンバー内に結露がある可能性
があります。  

 

実際の湿度が上昇していくかををモニターし
ます。そうならない場合、チャンバー内にお
そらく結露があります。本製品の電源を切
り、結露がないか確認します。「結露の除
去」を参照してください。 

システムに水漏れがあります。  

 

カバーが適切にシールされていて、製品の正
面パネルにしっかりと固定されていることを
確認します。すべてのポートが適切にシール
されていることを確認します。 

実際の湿度が設定値
よりはるかに高くな
っています。たとえ
ば、設定値は 
23 °C、45 % RH で
あり、実際は 23 °C 
で RH が 80 % 近く
に留まっています。 

チャンバー内部に結露がありま
す。  

電源を切ります。カバーと内側チャンバー 
(混合用インサート) を取り外し、外側チャン
バー、混合用インサート、カバー、および 
UUT 内部の水分を探します。清潔なペーパ
ー・タオルで拭き取って乾かし、内側チャン
バーとカバーを再度取り付けます。 
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症状 推定原因 対処方法 

低い湿度を (7 % 
など) 実現できま

せん。正面パネル

の [Check 
Desiccant] イン

ジケーターがオン

になっている可能

性があります。 

乾燥剤カートリッジを交換する必要

があります。 

 

電源を切り、乾燥剤カートリッジを開

きます。乾燥剤カートリッジの状態を

調べます。通常で青色の乾燥材がピン

ク色になっている場合は交換します。 

カバーが適切にシールされておら

ず、水漏れが発生しています。 
カバーをしっかりと固定します。 

UUT がそのポート内で十分にシー

ルされていません。 

適切なグロメットが使用されているこ

とや、UUT プローブの周りにシール剤

が追加されていることを確認します。

Parafilm、Scotch Removable Adhesive 
Putty、またはこれらと同等のシール剤

が適しています。 

外部ポンプとともに鏡面冷却式露点

計を使用し、気体のサンプルを本製

品に戻していない場合、本製品から

抽出している気体が多すぎる可能性

があります。 

ポンプ設定を下げます。 

電源投入時に、通

常よりも長く

「」が

表示されます。 

内部加湿器があふれている可能性が

あります。 

電源を切ります。本製品をスタンバイ

にするか電源を切った状態で、水位が 
[Max] と [Min] の間になるまで本製品の

背面にある排水口を使用して余分な水

を排水します。 

 エラー・メッセージ  
本製品には、一般的な使用時に情報を示すエラー・メッセージがあります。エラ
ー・メッセージは必ずしも、このセクションの後に記載されているエラー・コー
ドに関連しているわけではありません。エラー・コードは、本製品の修理を必要
とする内部故障を示します。エラー・メッセージを表 13 に示します。 

表 13.エラー・メッセージ 

エラー・メッセー

ジ 
説明 

注意 
高湿度設定では、チャンバーの実際の温度がチャンバーの実際の露点の 2 °C 以内

である場合、CAUTION が表示され、以降の設定で温度が低下したときに結露が

発生する可能性があると警告します。 

HI RH ERR 
通常は、[Check Water] インジケーターに関連しています。原因として、システム

での水位の低下や結露などがあります。詳細については、「トラブルシューティ

ング」を参照してください。 

LO RH ERR   
通常は、[Check Desiccant] インジケーターに関連しています。原因として、シス

テム内での乾燥剤の飽和や結露などがあります。詳細については、「トラブルシ

ューティング」を参照してください。 
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エラー・コード 
本製品が内部不具合を検出した場合、ディスプレイに「」と表示され
ます。具体的な障害を特定するには、エラー・コード画面が表示されるまで 
[NEXT] と [EXIT] を同時に押し続けます。エラー・コードのリストは表 14 にあ
ります。 

表 14.エラー・コード 

エラー・コード 説明 

“No Analog Detected” 内部ハードウェア障害。 

“Internal Probe Fail” 内部ハードウェア障害。 

“No Peltier Temp” 
過昇温、内部温度プローブ障害、ファンを継続的に稼働しま

す。 

“No HumGen Temp” 内部温度プローブ障害。 

“Peltier High Limit” 内部冷却センサーが上限を超えています。 

“HumGen Low Limit” 湿度発生装置の周囲温度が動作温度を下回っています。 

“HumGen High Limit” 
湿度発生装置が許容範囲の上限を超えています。給水や周囲の

条件を確認してください。 

“EEPROM Cfg Reset” 
装置の設定が工場出荷時のデフォルトにリセットされました。

設定を確認してください。 

“EEPROM Cal Reset” 
工場出荷時の校正がデフォルトにリセットされました。フルー

ク・キャリブレーションにお問い合わせください。 
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ユーザーが交換可能な部品とアクセサリー 
表 15 は、本製品においてユーザー交換が可能な部品またはアクセサリーの部品
番号リストです。これらの品目およびアクセサリーの詳細については、「フルー
ク・キャリブレーションへのお問い合わせ」を参照してください。 

表 15.ユーザーが交換可能な部品とアクセサリー 

説明 
フルーク・キャリブレ

ーション部品番号 
合計数量 

電源コード - 北アメリカ 284174 1 

電源コード - ヨーロッパ 769422 1 

電源コード - イギリス 769455 1 

電源コード - スイス 769448 1 

電源コード - オーストラリア 658641 1 

電源コード - 南アフリカ 782771 1 

電源コード - タイ 4362094 1 

電源コード - デンマーク 2477031 1 

電源コード - ブラジル 3841347 1 

5128A の安全に関する情報 4758293 1 

 ヒューズ 5 x 20 mm 4 アンペア (F4A 250V) 速
断 

3712591 2 

 ヒューズ 12 V DC 出力ヒューズ (F1A 250V ヒ
ューズ)。 

3712540 1 

乾燥剤カートリッジ 4791251 1 

グロメット・キットおよび注水シリンジ 4791297 1 

5 つのポートを備えた正方形カバー 4791272 1 

アクセサリー 

5 つのポートを備えた円形カバー  4791260 1 

内棚を備えた透明カバー  4791285 1 
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